
【更年期における薬物療法について】

更年期の症状に対する薬物療法として、以

下の治療法があります。

ホルモン補充療法・・－低下した女性ホルモ

ンを外から薬で補います。

漢方療法・・・患者さんの主訴をもとに症状

や体質に合わせた薬を選びます。ホルモン補

充療法を希望しない方や、受けられない方に

適しています。

対症療法・・・ホルモン補充療法で改善が十

分に認められない場合、不安、憂欝などの精

神的症状が強い場合には、抗不安薬、抗うつ

薬、自律神経調整薬が使われます。

ホルモン補充療法の実際・・・女性ホルモン

にはエストロゲンとプロゲステロンがありま

す。短期間投与や子宮を摘出した場合では、

エストロゲン単独で投与しますが、原則とし

て二剤併用します。使用法は、エストロゲン

を約4週間使用し、後半約 2週間にプロゲス

テロンを併用し、その後 1週間休薬する周期

併用療法と、同時に連続して使用する連続併

用療法があります。

副作用と注意事項：ホルモン補充療法には乳

がん、虚血性心疾患・脳卒中、血栓症などに

かかるリスクが高くなるという副作用がある

のでこれらの疾患にかかっている人は受けら

れません。定期的な検診も必要です。薬によ

る副作用と効果を充分理解したうえでの治療

が重要です。

（薬剤師西山陽子）

【更年期と食事】

更年期に入った女性の多くは冷え、発汗・

のぼせ、めまい、肩こり、頭痛、不眠、耳鳴り、

しびれなど多種多様な不快症状に悩まされます。

したがってこの時期の食事はこれまで以上に

細やかな気配りをしたいものです。冷え性で

困っている場合はアジ、アナゴ、えび、鶏肉、

キャベツ、にんじん、りんご、みかんなど秋

から冬にとれるものを。のぼせやほてりで悩

んでいる場合はシジミ、アサリ、カキ、トマト、

きゅうり、なす、イチゴ、スイ力、メロンな

ど夏にとれるものを摂るようにこころがける

と症状をやわらげると云われています。

また更年期の栄養のバランスをとるには6つ

のポイントがあります。①カルシウムを多く

摂る。骨粗しよう症を予防し、いらいらを鎮

めてくれます。②ビタミンをたくさん摂る。

カルシウムの吸収にはビタミンDが欠かせませ

ん。ビタミンA、B、Cなどもそれぞれ身体の

調子を整えます。③食物繊維をたくさん摂る。

食物繊維が豊富な食べ物はかさがあるので食

べすぎを防ぎ、動脈硬化の予防になります。

④たんぱく質の摂り方に注意。牛や豚のヒレ

肉やささみ、自身の魚など脂肪の少ない良質

のたんぱく質を摂ることにより、丈夫な骨を

作り、ホルモンのバランスをとることができ

ます。⑤指肪を摂り過ぎないように。⑥糖質

はほどほどに。脂肪、糖質の摂りすぎは肥満

や動脈硬化につながります。

ご飯に野菜がたっぷり入った味噌汁、ひじ

きの煮物、豆腐、焼き魚、わかめの酢物、な

どは6つのポイントにあてはまるものばかりで

す。昔ながらの和食のメニューは更年期障害

を乗り切るために効果的な食材になります。

もう一度和食のよさを見直してみましょう。

（管理栄養士 南郷有佳里）
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更年期と食事

くす（樟）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多く見ら
れます。種々の精油成分を含み、良い香りがします。
樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出されるなど有用な
薬用樹でもあります。また、くすし（薬師）とは、医
師のことを指し、くすしぶみ（薬師書）は医術に関す
る書物のことを言います。本紙はこのくすにあやかり、
健康な生活を送るために情報を提供します。
気楽に読んで健康を守りましょう。



簡略更年期指数

症状の程度に応じ（どれか一つでも症状が強く出れば、強と

する）、自分で点数を入れて、その合計をもとにチェック

症状 強中弱なし点数

ありません。参考のため、自分で採点できる「簡

略更年期指数」を、掲載しましたので参考にし

てください。
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合計点

更年期指数の自己採点の評価法

0～ 25点 一異常なし

26～ 50点…回一食事、運動に注意

51～ 65点…ー更年期・閉経外来を受診

66～ 80点……長期間の計画的な治療

81～100点…回一各科の精密検査、長期の計画的な対応
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①顔がほてる

②汗をかきやすい

③腰や手足が冷えやすい

④息切れ、動惇がする

⑤寝つきが悪い、眠りが浅い

⑥怒りやすく、イライラする

⑦くよくょしたり、憂うつになる

⑧頭痛、めまい、吐き気がよくある

⑨疲れやすい

⑩肩凝り、腰痛、手足の痛みがある

（産婦人科部長

国立病院機構熊本医療センター
（前国立熊本病院）

干 8600008 熊本市三の丸1-5

電話 096(353) 6501 （代表）

096 (325) 2519 

http://www.hosp.go.jp／～knh 

FAX 

ホームページ

【更年期障害】

更年期とは生殖期から生殖不能期への移行の期

間をいい、総ての女性が必ず通らなければならな

い通過点で、更年期障害とは、この時期に現れる

多種多様の症状をいいます。この原因は大きく次

の2つに分けられます。

1つは年齢をかさねると卵巣（女性ホルモンを

つくる）の働きが低下するため女性ホルモンの分

泌が少なくなるためにおこる障害です。そのため

それを支配する大脳にある視床下部に変調をきたし、

それと密接な関係にある自律神経中枢にも失調を

来たし、種々の症状がでます。ちなみに卵胞ホル

モン（エストロゲン）は 35歳以降急に減少し、

あるレベル以下になると、排卵がおこらなくなり

ます。低エストロゲンの症状として代表的なものは、

ほてりとのぼせで、閉経女性の約6割の人が自覚

するとされます。さらに汗をかきやすい、冷え性、

肩こり、腰痛、関節痛、睦や勝脱粘膜の萎縮により、

萎縮性腫炎、性交障害、排尿障害が生じます。

またエストロゲンは骨代謝や、脂質代謝にも影

響をおよぽし、骨組票差症や、動脈硬化、ひいては

虚血性心疾患の原因ともなります。

もう 1つは、心因性のもので、女性としての衰

えを閉経をもって痛切に感じるようになり、さら

に老年期へ移行することの不安も重なっておこる

障害です。具体的には皮膚の弾力性がなくなりシ

ワが増え白髪が増し、すなわち「女性美」が遠のき、

家庭や、対人関係、性的不満を含めた夫との問題

などが重なり、不安感、焦燥感、頭痛、疲労感な

どの精神神経障害や手足のしびれ、知覚鈍麻、蟻

走感等の知覚障害が現れます。

治療としては、前者には、エストロゲンを主と

したホルモン療法が有効とされ、後者には対神経

症薬や、カウンセリングを含めた心理療法があり

ます。決して悲観したりあきらめたりすることは

診療時間 8:30～17 : 00 
（診療受付時間 s:30～11:00) 

ただし、急患はいつでも受診できます。

（診療科目）総合医療センター（総合診療科、血液・腰

原病内科、内分泌・代謝内科、腎臓内科、神経内科、

呼吸器科）、心臓血管センター（循環器科、心臓血管外科）、

消化器病tンター（消化器科）、精神科、神経科、小児科、

外科、小児外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌

尿器科、産婦人科、感覚器センター（眼科、耳鼻咽喉科）、

気管食道科、 リハビリテーション科、放射線科、 麻酔科、

歯科・口腔外科、救命救急1!~9－、人間ドック、脳ドック

ら金曜日の毎日午前中受付

初めて

月曜日か

二度目以降受

診される患者様は、月・火・

木曜日に受付しています。

但し、急患の患者様は常時受け付けます。

診療内容は、婦人科一般疾患（良性腫場、

子宮筋腫、子宮内膜症、卵巣腫療、更年期障害、

不妊症など）や妊娠分娩などの産科一般の他に、

産婦人科外来で、

受診される方は、

診療科の特色：産婦人科

しています。

子宮体癌、卵巣子宮頚癌、

癌をはじめとする婦人科悪性腫療の症例が多

いことです。

特徴的なことは、


